
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と き： 2020 年 12 月 11 日（金）13：00～16：00 

テーマ： 産後クライシスの実態とサポート（WEB 研修） 

講 師： 狩野 さやか 先生 

対象・定員：母子保健に関係する看護職  先着６０人 

受講費： 無料   

申込締切：11 月 6 日（金）まで 

 

お問い合わせ：京都府看護協会 教育担当 安藤 

      Tel：075-723-7195 

 新型コロナウイルスの影響で様々な行動制限が行われています。「with コロナ」って

何？どうすれば？と日々思いながらの半年を皆さまお過ごしのことと存じます。 

外来受診や面会制限、立ち合い分娩禁止や母乳外来禁止・・・ただでさえ育児の孤立化

が課題とされているのに、「育児」「家族」は大丈夫なのだろうかと感じます。 

 そこで、今年度予定しておりました研修のうち、「産後クライシスと虐待予防」の研

修は Web 研修として開催することと致しました。（他は次年度に延期となりました。） 

 皆様のご参加をお待ちしております。 

  

＜参加ご希望の方＞ 

京都府看護協会のホームページの「助産師職能委員会企画研修のご案内」をご確認後、お申込み下さい。 

                                        １１月６日（金）締切です！ 

講座内容 

仲の良いご夫婦であっても、妊娠から育児のスタートをきっかけに溝を深めてしまう「産後クライシス」の現象が、高

い割合で起きています。親になったふたりに何が起きているのでしょうか？育児生活の厳しい現実と、虐待や離婚な

どにつながりかねない「産後クライシス」の実態を解説し、皆さんができるサポートについて考えます。 

講師プロフィール 

株式会社 Studio947 のデザイナーとして、専門書籍、記事の執筆とウェブ制作に携わる。育児アドバイザーとして

「patomato」を運営し、育児期夫婦の協業をテーマに、ワークショップの開催やパパママ向け講座の講師、コラム執

筆等を行っている。著書に『ふたりは同時に親になる 産後の「ずれ」の処方箋』。 

研修修了の方には、アドバンス助産師「WHC」更新の要件としての修了書を発行いたします。（１８０分） 



 


